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皆さん、おはようございます。 

この夏休みは例年になく猛暑の毎日でした。そのような中でも部活動や補習、進路

研究、探究活動など皆さんが活発に活動する姿が見られました。インターハイに参加

した卓球部の皆さん、試合はいかがでしたか。自分に負けずにプレーできたでしょう

か。コンクール参加のウインドアンサンブルの皆さんもどうでしたか。それぞれの経

験をこれからのステップに、是非生かして欲しいと思います。２年生は満州開拓団の

慰霊祭に参加したり、また部活の合間に校舎のお掃除をしてくれる姿も見られました。

それぞれの活動に多くの学びがあったと思います。皆さん、まとまった時間を自分の

興味・関心の幅を広げたり、学習の不足を補ったり、部活では技を磨いたりと、少しゆ

ったりと落ち着いて取り組むことができたでしょうか。 

 

 さて１学期の最初、入学式や始業式で皆さんに、この一年、様々なことに挑戦し、

「自分の殻」を破り成長して欲しいと話しました。 

 校長室のお掃除にきている１年生が、その話を覚えていてくれて、私に「まだ殻を破

れていません」とか「○○くんにはそもそも殻がないようです」とか話してくれます。  

 自分では「本当はやってみたい」「本当はこうなりたい」のに、なかなか一歩を踏み

出せない。想いや理想はあるのに、「うまくいかなかったらどうしよう」とか、「自分に

はできない」「どうせ無理」、「失敗したら恥ずかしい」と、自分自身がストップをかけ

ていませんか。ブレーキの正体は自分の中の、不安や決めつけ、思い込みかもしれませ

ん。 本当は、自分はどうしたいの、どうなりたいでしょうか。素直に自分が主体にな

ることを意識してみましょう。２学期が終わるころ、12 月のあなたはどうなっていた

いですか。少し考えてみてください。 

 

３年生は進路を決めていく大事な２学期です。進学・就職の試験がありますが、これ

まで自分が何をしてきたかをしっかりじっくり振り返えることが大切です。同時に学

力、そして 18 歳の大人として社会の中で生きていく力もつけておかなくてはなりま

せん。自分の人生です。どんな生き方をしたいか真剣に考える２学期です。3 年生の皆

さんの 12 月の姿はどんなでしょうか。 

２年生は３年生を引き継いで学校を牽引する立場になる２学期です。生徒会、文化

祭、部活動など様々なところで先頭に立たねばなりません。特にリーダーは経験した

者でないと得られない学びがあります。自転車に乗れるようになるのに、自転車の乗

り方の本を読んだだけでは乗れないのと一緒です。うまくいかなくても、実際にやっ

てみないと身に付きません。経験はあなたの大きな財産になります。  



１年生は中西生として本格的に充実していく２学期です。自分はどんな高校生でい

たいでしょうか。教室や家の自分の部屋以外に成長する場はいくらでもあります。特

に中西では様々な活動ができます。あとは自分から求め、臨むだけです。 

１年生も２年生も、12 月、あなたはどうなっていたいですか。 

 

２学期が終わるころ、自分は人間的に成長できているでしょうか。殻は大きく割ら

なくていいのです。少しの勇気をもって、あなたの目指す姿や状態に向かって、アクシ

ョンを起こしましょう。「卵をわらないとオムレツは作れない」というフランスの諺が

あります。殻を割って自分の世界からちょっぴり飛び出したとき、新しい自分が生ま

れます。そんな自分にワクワクしながら、まずは当面 12 月のなりたい自分に向かっ

て小さなチャレンジを期待しています。 

 

最後に、8 月も終わりますが暑さが厳しい日が続き、熱中症も心配されます。水分補

給等を行うなど自分の命・健康を守りましょう。また新型コロナウイルスも若干増加

傾向です。換気、消毒など、基本的な感染予防の徹底をお願いします。当面エアコンを

使っての授業となりますが、必ず換気をして感染予防に努めてください。元気で、健康

に過ごせるよう自己管理をしていきましょう。  

 

また２学期も、お互いの違いを大切にしながら、あたたかくてみんなでつくる中野

西高校になるよう、皆さんらしい活躍を期待しています。 

 


